白里海岸拠点（道の駅）の整備・運営に関するサウンディング調査の結果概要

　本市では、人口減少や少子高齢化が進む白里地域の活性化の起爆剤となる道の駅の整備を検討しています。
　事業の実現に向けて民間事業者との対話を通じて、道の駅の運営に関するアイデアや民間事業者の意向や意見などを伺うため、サウンディング調査を実施し、その調査結果の概要を以下のとおりまとめました。

１．実施経緯
	項　　目
	日　　程

	サウンディング実施要領の公表
	令和7年9月25日(木)

	質問事項の受付期間
	令和7年9月25日(木)～10月24日(金)

	質問に対する回答
	毎週金曜日午後５時ごろ

	サウンディング参加申込
	令和7年9月25日(木)～10月29日（水）

	サウンディング実施
	令和7年11月11日(火)～11月12日(水)

	サウンディング結果公表
	令和7年12月1日(月)



２．参加事業者
　・建設事業者　２社
　・運営事業者　６社　　　　計　８社

３．事業者の意見概要
	（１）白里海岸拠点の運営に向けたアイデア

	・年間を通じて集客できる道の駅を目指し、目的地化するための機能を導入する。
・地域の特産品（特に海産品）を活用した飲食機能の充実を図る。
・海岸沿いのロケーションという強みを生かした機能・施設を配置する。

	（２）事業範囲

	・施設整備費用及び非収益機能（公共機能）の維持管理費用は市の負担を想定する。
・休憩・情報発信施設及び地域連携施設の維持管理・運営に対応可能である。
・周辺海岸の保全管理については、既存事業者との連携・委託等による対応を想定する。
・基本的に全施設の設計・建設に対応可能である。


	（２）－　導入機能

	・市が想定する施設機能に違和感はない（導入を想定）。
・屋内遊戯施設やプレイルームはニーズが大きいと思われる。
・地域住民向けの生鮮食品売り場は、近隣のスーパー等より価格帯が高くなることが想定されるため、ニーズが少ない可能性がある。
・RVパークはマリンスポーツ利用客も含めニーズが大きいと考えられる。
・温浴施設は維持管理費が高く難しい。
・広場は屋根付きが望ましい。また、ドッグランも含めると現在の想定（400㎡）より大きくしてもよいのではないか。
・マリンスポーツ等アクティビティについては地元事業者との連携が必要である。

	（２）－　６次産業化のアイデア

	・6次産業化に対応可能。なお、大網白里市は農産物より海産物のイメージが強く、海産物をメインに取り扱うことが想定される。
・加工場の規模は取り扱う商品の種類に応じて大きくなる（区画を分ける必要がある）。
・他地域の道の駅では6次産業化の商品があまり売れず、加工場が稼働していないケースもあるため、規模は要検討である。

	（３）事業手法

	〇想定される事業手法の順位
	
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	H

	1位
	DO+B
	DB+O
	従来方式
	従来方式
	従来方式
	PFI BTO
	DB+O
	従来方式

	2位
	従来方式
	従来方式
	DB+O
	DB+O
	DB+O
	PFI BT+O
	DBO
	DB+O

	3位
	DB+O
	DBO
	DBO
	
	DBO
	DBO
	PFI BT+O
	DBO


・DB+O（EOI方式）及び従来方式（EOI方式）の優先度が高い。
[bookmark: _GoBack]・設計と建設を一括発注することでコストダウンを図れる。
・PFI手法はSPC組成費用等でコストを要するとともに、事業形態が複雑であるため民間事業者として参画しにくい。
・建設費の高騰が著しく、DBOやBTOなど設計・施工と運営の一括発注は調整が難しいため、設計・施工と運営を切り離して発注することが望ましい。
・本事業ではDB+Oや従来手法でも十分に柔軟な運営が可能であり、あえてコンセッションを採用するメリットがない。


	（4） 事業スキーム

	・安定した運営を図るため、市において非収益機能（公共機能）の維持管理費の負担をお願いしたい。ただし、売上の一部（市が負担する維持管理費。海岸の保全管理を除く。）に相当する額を市に還元させることで、実質的に維持管理・運営の独立採算を実現する方法も想定可能である。
・市内・県内事業者には出荷・卸・テナントなどで参画いただくことを想定する。また、海の家との連携は可能である。
・運営期間は5～7年程度を想定するが、長期間とすることが望ましい。

	（５）参入意向

	・事業手法・スキームにもよるが、参入意向はある。

	（６）行政に求める支援等

	・施設整備費用及び非収益機能（公共機能）の維持管理費用の負担をお願いしたい。
・建設費の高騰を踏まえ、十分な予算確保をお願いしたい。

	（７）その他

	〇防災対策等
・屋上への高所避難ができるよう、2階建ても想定される（1階：物販機能、2階：飲食など）。
・平屋建と2階建であれば、基礎工事の面積が小さい等の理由で2階建の方が一般的にコストは減少するものの、トイレやエレベーターなど設備が増えるといったことを総合的に勘案すると、あまりコストに差が出ない可能性がある。
・塩害により影響を受けるのは、主に設備（特に空調・室外機など）。
・設計・施工は2年程度で実施可能。

〇施設規模・施設配置
・施設規模は延床面積2,000㎡程度が想定される。また、休憩・情報発信施設の規模は現在の想定（800㎡）より小さくしてもよいのではないか。
・施設配置については、分棟とするか一棟とするかでコストに大きな差は出ないと考えられるが、地域連携施設はRC造、他施設はS造など構造が違うことも想定されるため、現時点では分棟が想定される。
・トイレは海水浴客向けと道の駅利用客向けで分けることを想定する。

〇費用・売上の見込み
・想定される売上高は年間5～10億円程度。
・想定される維持管理費用は年間2,000～4,000万円程度。



